
•高齢者のみの世帯増加
•耕作放棄地増加 •空き家増加
•ゴミ出しや電球の交換、買い物、雪
　かき、草刈り等に困る高齢者世帯が
　 ある、増えてきた
•子どもが安全に自由に遊べる場所がない
•コロナ禍を機に住民同士の交流減少
•若者が集落に帰ってこない

•若者や子どもがいる集落に
•耕作放棄地や空き家を有効活用
•住民同士が気兼ねなく助け合える
　集落に
•施設や公園をきれいにして守りたい
•集落に対して子どもや若者が愛着を

 持てるように
•若者が帰ってきたいと思える
集落に

•助け合いの仕組み設立
•集会施設を改修→イベント開催
•多世代が楽しめるイベント開催
•集落内の伝統や歴史的文化財につ
  いて知り、守り、引き継ぐ取り組み
を実施

❶事業の中心となる住民グループ（委員会）を結成
❷集落の課題を総ざらいする

集落創生事業とは

❸集落の将来を考える ❹事業計画をつくる ❺事業を実施する

課題 希望 計画

飯綱町では、集落の「機能維持」と「活性化」が喫緊の課題であるという考えのもと、2016年に
「集落創生事業」をスタートさせました。具体的には、各集落で、課題を洗い出し、希望する将来の姿

について考え、話し合ってもらい、同時に、その将来像の実現に向けて実際に動いてもらおうというものです。町はこの取り組みを促進するため、
おおむね５年を目安に上限300万円を、その前段階として計画を策定することに対して上限５万円を交付しています。

集
落
創
生
事
業
実
施
ま
で
の

お
お
ま
か
な
流
れ

現在（2023年7月時点）
御所之入・福井団地が

計画策定中‼
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第 ２ 号
2 0 2 3年夏

３
月
８
日
の
国
際
女
性

デ
ー
に
あ
わ
せ
て
長
野
市

で
「
地
域
づ
く
り
女
し
ょ

会
議
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど

う
や
ら
こ
の
催
し
は
、
い

わ
ゆ
る
男
尊
女
卑
的
な
考

え
か
ら
、
自
治
会
活
動
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
活
動

に
女
性
が
な
か
な
か
参
加

し
に
く
か
っ
た
り
、
参
加

し
た
と
し
て
も
男
性
と
対
等
な

立
場
で
活
動
し
に
く
か
っ
た
り

と
い
っ
た
実
態
に
対
す
る
問
題

意
識
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

飯
綱
町
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

こ
の
問
題
は
、
本
当
に
複
雑
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
思
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
飯
綱

町
に
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
で
あ

ろ
う
こ
の
問
題
を
少
し
で
も
改

善
す
る
糸
口
に
し
よ
う
と
、
集

落
創
生
事
業
で
は
、「
若
者
と
女

性
が
過
半
数
を
占
め
る
検
討
組

織
等
を
組
織
し
て
、
多
様
な
意

見
を
反
映
し
た
計
画
」
を
立
て

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
集
落
の
活
動
に
出
て
い
く

機
会
が
な
か
っ
た
、
出
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
何
と

な
く
遠
慮
し
て
い
た
と
い
う
女

し
ょ
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！（
三
原
）

普
光
寺
西
部
地
区
は
、
住
民

グ
ル
ー
プ
「
楽
々
委
員
会
」
を

結
成
し
て
、
集
落
創
生
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

計
画
を
策
定
し
た
当
初
、
同

地
区
に
は
多
く
の
高
齢
者
と
子

ど
も
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、交
通

量
の
増
加
や
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
方
の
変
容
に
よ
り
、
地
区
内

を
出
歩
く
人
が
減
少
。
そ
れ
に

伴
っ
て
近
所
付
き
合
い
も
減
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
地
域
の
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
ま
た
、

同
地
区
に
は
子
ど
も
が
多
い
こ

と
か
ら
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
時
に
〝
楽
し

か
っ
た
地
元
の
思
い
出
〟
と
し

て
少
し
で
も
残
る
よ
う
な
こ
と

を
し
よ
う
と
画
策
。「
高
齢
者

や
子
ど
も
が
安
全
に
住
め
る
地

域
を
つ
く
る
こ
と
」「
地
域
の

役
員
な
ど
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
し
て
い
く
こ
と
」「
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
幅
広

い
年
齢
層
の
住
民
が
参
加
し
、

か
つ
楽
し
め
る
地
域
に
す
る
こ

と
」「
地
元
の
歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
こ
と
で
愛
郷
心
を
は
ぐ
く

み
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
こ

と
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
し
た
。
な
か
で
も
特
徴
的

な
の
は
、
地
区
内
に
散
歩
道
を

つ
く
り
、
楽
し
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
地
区
内
の
サ
ク
ラ
の
名
所

を
ゴ
ー
ル
に
し
た
散
歩
ル
ー
ト

を
つ
く
り
、
住
民
が
集
っ
て

歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

ゴ
ー
ル
で
は
、
舞
や
雅
楽
の
演

奏
、
野
点
を
楽
し
む
催
し
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
住
民
が
優
雅
な
時
間

を
過
ご
し
た
。

袖
之
山
地
区
は
２
０
１
９
年

に
計
画
を
策
定
し
、
20
年
か
ら

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。「
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
将
来

こ
の
地
に
住
み
た
い
と
感
じ
る

（
郷
土
愛
）
風
土
を
つ
く
ろ
う
」

「
袖
之
山
を
訪
れ
る
人
々
に
そ

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」

「
袖
之
山
の
歴
史
お
よ
び
伝
統

文
化
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
」

と
い
う
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
、
今
年
、
４
年
目
を
迎
え
て

い
る
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
「
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
や

袖
之
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
前
身
で
あ
る
「
安
養

寺
」、
同
寺
と
と
も
に
村
寺
と

し
て
存
在
し
た
「
袖
之
山
惣
道

場
」、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
歴

史
や
文
化
財
を
多
数
抱
え
る
袖

之
山
地
区
は
、
そ
う
し
た
地
域

資
源
を
存
分
に
生
か
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
元
住
民
で
組
織

す
る
「
袖
之
山
し
だ
れ
桜
保
存

会
」
と
連
携
し
て
、
サ
ク
ラ
の

保
全
だ
け
で
な
く
「
舟
石
」
ま

で
の
遊
歩
道
を
整
備
。
あ
わ
せ

て
袖
之
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
、
同
所
が
安
養

寺
の
跡
地
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
石
碑
や
、
同
所
に
移
設
さ
れ

た
袖
之
山
惣
道
場
の
石
造
物
に

つ
い
て
説
明
す
る
看
板
を
設
置

し
た
。

ま
た
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
開

花
時
季
お
よ
び
町
の
イ
ベ
ン

ト
「
花
め
ぐ
り
」
に
あ
わ
せ
て

開
設
し
て
い
る
「
農
産
物
直
売

所
」
を
拡
充
。
22
年
に
は
、
直

売
所
開
設
前
日
に
「
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
と
伝
統
和
楽
器
を
楽
し
む

夕
べ
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
ほ

袖之山

地
域
資
源
を
存
分
に
活
用

地
域
資
源
を
存
分
に
活
用

サ
ク
ラ
・
歴
史
を
中
心
に

か
に
も
、
袖
之
山
地
区
の
歴
史

や
文
化
財
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
。
町
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ト

ウ
ギ
ョ
」
の
生
育
調
査
を
行
い
、

保
全
す
る
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

20
年
か
ら
22
年
の
３
年
間

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
農
産

物
直
売
所
の
開
設
を
は
じ
め
と

す
る
行
事
の
開
催
が
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
そ
ん
な
な
か
で

も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

普光寺
西　部

散
歩
で
多
世
代
交
流

散
歩
で
多
世
代
交
流

「
桜
の
丘
」
を
交
流
の
場
に

今年もシダレザクラの開花に
あわせて開かれた農産物直売所

安養寺跡地であることを伝える
石碑を設置した

ら
事
業
を
継
続
し
て
い
る
袖
之

山
地
区
。
も
と
も
と
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
農
産
物
直
売

所
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
集
落

創
生
事
業
を
活
用
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
試
み
、
担
い
手
の
世
代
交

代
も
で
き
た
よ
う
だ
。

女しょのみなさーん !女しょのみなさーん !

夏祭りや雪遊びも行い、四季を通して子どもも大人
も楽しめるイベントを実施している



地
域
福
祉
の
推
進
や
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
、

学
ぶ
機
会
に
し
よ
う
と
、
６
月

14
日
、「
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
飯
綱
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
て
い

る
、
住
民
が
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
共
有
し
、
課

題
解
決
に
む
け
て
活
動
す
る
組

織
「
つ
な
が
り
隊
」
の
紹
介
や
、

「
ご
近
所
ク
リ
エ
ー
タ
ー
」
と

い
う
肩
書
を
携
え
、
全
国
各
地

で
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
酒

井
保
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ　
新
時
代

の
地
域
づ
く
り
～
い
ま
一
人
ひ

と
り
が
「
で
き
る
こ
と
」
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
展
開
さ
れ
た

酒
井
さ
ん
の
講
演
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
介
護
認
定
率
や
認
知

症
出
現
率
が
増
加
す
る
な
か
、

フ
レ
イ
ル
（
加
齢
に
よ
り
心
身

が
老
い
衰
え
た
状
態
）
を
予
防

す
る
に
は
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

語
ら
れ
た
。

集
落
創
生
事
業
の
議
論
で
も
、

高
齢
者
に
ま
つ
わ
る
課
題
は
必

ず
挙
が
る
。
簡
単
で
は
な
い
が
、

高
齢
者
が
気
軽
に
外
出
し
た
り
、

役
割
を
持
っ
て
参
加
し
た
り
で

き
る
よ
う
な
機
会
を
地
域
で
つ

く
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
む
こ
と
が
地
域
の
未
来

を
前
向
き
に
変
え
る
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

集
落
創
生

集
落
創
生

福
祉
と
両
輪
で

福
祉
と
両
輪
で

自分ところの区や組だけでは人手が足りない。
他の区や組と一緒に取り組むのはあり？
ありです。複数の区または組が、共同で計画策定や事業実施する形もＯＫですＡ1.

Q1

やってみたい！と思っているけど、まずは何からしたら良い？
区長または組長さんに相談しながら、同じ区または組の中で同じ思いを持つ人や
共感してくれる人を集めて、住民グループ（委員会）をつくりましょう
老若男女問わず、さまざまな立場の住民の方がかかわる形をめざしましょう

A2.
Q2

集会施設の改修や区または組の備品の購入に使いたい！
ソフト事業を伴わない単なる集会施設の改修や備品の購入のためだけに交付金
を使用するのはNGです
ちなみに…集会施設の改修については別途、企画課に相談を。条件次第で別
の補助制度が利用できます

A3.
Q3

計画を策定したが、事業を実施せずに頓挫してしまった、もしくは、１～２年
ほど事業を実施したがその後停滞しまっているので、再開させたい。できる？
もちろんできます。必要があれば、計画・事業内容の変更もできます。
一度ご相談ください

A4.

Q4

その他、どんな些細なことでも構いません
疑問や気になることがありましたら、お気軽にご相談ください
（問）飯綱町役場　企画課地域振興係・地域おこし協力隊　☎026-253-2512

よくあるQ&A&A 担当の橋詰さん（町地域振興係）に
聞きました

「
集
落
創
生
事
業
」
の
町
内

各
地
の
事
例
紹
介
や
事
業
の
周

知
・
促
進
を
目
的
に
今
年
４
月

に
創
刊
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
第
２
号
で
す
。
各
集
落
で
事

業
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
…
と
い
う
思
い
で
作
成
し

ま
し
た
。
今
号
は
、
２
地
区
の

事
例
と
と
も
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
現
役
・
Ｏ
Ｂ
隊
員
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
地
域
を
良
く
し
た
い
！
」

と
思
い
を
同
じ
く
す
る
地
域
と

協
力
隊
が
つ
な
が
り
、
地
域
に

と
っ
て
も
協
力
隊
に
と
っ
て
も

有
益
で
面
白
い
コ
ト
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。（
三
原
）

飯
綱
町
集
落
創
生
新
聞

飯
綱
町
集
落
創
生
新
聞

「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
」を
起
爆
剤
に

「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
」を
起
爆
剤
に

地域おこし協力隊の任務はそれぞれですが、その目的は「地域力の創造」と「地方の再生」であり、集落創生事業の目的と同じです。
飯綱町には、現役・OB問わず、さまざまな分野の知識やノウハウを持った協力隊がいますので、集落創生事業の検討・計画段階で「こんなことをやり
たいけど、知識やノウハウが集落内にはない…」と困った時には、ぜひ協力隊をご用命ください。（敬称略）

地域おこし協力隊 現役・地域おこし協力隊 現役・OBOB隊員紹介隊員紹介

三原 彩音
【任期】
2023年１月～

【主な任務】
集落創生事業の推進、
集落の活性化

【できること】
「やりたいと思っているが何からすれ
ば良いかわからない」という段階か
ら、計画策定、事業実施まで、集落
創生事業全般をサポートします。話し
合いの進め方や事業内容のアイデア、
提出書類の作成など、なんでもご相
談ください。事業にかかわらず集落
のお困りごとがありましたらご相談く
ださい。

【問合せ】
☎ 026-253-2512 （町地域振興係）
　 ayane.172@gmail.com

山城 竜星 
【任期】
2021年12月～

【主な任務】
農産物の栽培支援

（養蜂など）
【できること】
ニホンミツバチの保護を目的とした
ハチの巣の移動をお手伝いします。
お盆前のお墓の掃除などでハチの巣
を見つけて、お困りの際は、ご相談
ください。特殊作業が必要だったり、
危険を伴ったりする場合はお断りす
ることがあります。まずは現地の確
認をさせていただきます。（アシナガ
バチ、スズメバチは対象外）

【問合せ】
☎ 026-253-4765 （町農政係）

中嶋 真也 
【任期】
2021年７月～

【主な任務】
ふるさと納税のPR
サポート

【できること】
現在は、飯綱町のふるさと納税を
PRするために必要な返礼品や農家
さんを紹介するWebページ、ポス
ター、チラシ用の写真撮影およびグ
ラフィックデザイン、Instagramの運
用を行っています。名刺やショップ
カードのデザインもできます。

【問合せ】
☎ 026-253-2512 （町地域振興係）
　 �d.msy.0823@gmail.com

原口 光雄 
【任期】
2023年５月～

【主な任務】
いいづなアップルミュー
ジアムの学芸員業務

【できること】
アップルミュージアムの展示室やギャ
ラリーホール、芝生広場を活用した
企画展やイベントの開催をサポートし
ます。また、ミュージアムの見学会
も受け付けています。お子さまにお
すすめです。個人としては、動画制作

（企画・撮影・編集・公開）やSNS
の運用の業務請負やサポートに取り
組んでいます。

【問合せ】
☎ 026-253-4765 （町商工観光係）
　 �studiohinatamichi@gmail.com

岩井 敦史 
【任期】
2023年１月～

【主な任務】
空き家バンクの運営、
空き家の活用推進

【できること】
空き家に関して困っていること、気
になっていることがありましたら、お
気軽にご相談ください。片付けや草
刈り、修理・修繕のほか、空き家の 
有効的な活用のお手伝いもできます。
また、地域の空き家に関する情報

（気になっていることでもOK）があり
ましたら、お寄せください。

【問合せ】
☎ 026-253-2512 （町地域振興係）
　 iizunaakiya2023@gmail.com

植田 麻緒
OG

【現在の仕事】
㈱カンマッセ
いいづな所属
泉が丘喫茶室・泉

が丘キッチンのディレクション
【できること】
地域行事へのキッチンカーまたは
ブースの出店、承ります！ケーキやド
リンク、軽食など内容はご要望によっ
てご提案します。行事や記念の場面
におすすめのメッセージ入りクッキー
など、お菓子のノベルティ制作や地
場食材を活用した商品開発のお手伝
いもできます。「食」による地域活
性化をお考えの際はぜひご相談くだ
さい。

【問合せ】☎ 026-253-3211

眞鍋 知子
OG

【現在の仕事】
合同会社 馬と
代表社員
㈱カンマッセ
いいづな所属

【できること】
飼っているポニーとともに事業を展
開中。人がオドオドしていたり、力ず
くで引っ張ったりすると、馬は言うこ
とを聞いてくれない特性があります。
これを生かして人間社会のコミュニ
ケーションやリーダーシップを学ぶ
体験ができます。地域で役を引き受
けることになったけど自信がない…と
いう方は、一度お試しください！

【問合せ】
　 �manabe@umato.co.jp

At tent ion
⚫今回紹介した７人を含めて、現役

の地域おこし協力隊は９人、OB・
OGは15人（転出した人含む）い
ます。第３号以降で、順次、紹介
できたらと考えています

⚫協力隊の任務から離れる事業（個
人事業）についての詳細および必
要な経費（人件費含む）などは、
直接ご確認・ご相談ください

⚫町内で事業を展開している個人事
業主や企業、団体の方で、集落
創生事業の主旨や内容について理
解し、この紹介コーナーに登場い
ただける方は、協力隊・三原まで
ご連絡ください


